
9.1大気汚染防止機器

l,000MW火力発電設備用電気集塵装置

環境設
Environment ControI

Equipment

[卜上製作所の環j為政沖に対する熱ぷこは,【川ニグループの総

プJをあげての新しい機着㌫ 装置及びプロセスの開発へと力強

く歩みを続けている｡一一J空破壊された環鳩は再び7亡に上長すこ

とができなし､と言われているが,あらゆる生産晴劫は多少なり

とも環境汚染をリ1き起こすもので,汚主砦を可能なかぎり少な

くし,できイミきればゼロにするのが環境改善技術の目標である｡

これに向かって清二臭な前進を続けることが,総子音寸互術をもっ

た才覚々【1立グループの悼J汁であろう｡‖獅U49年は,二の二法一錠

において技術開発を満実に進め,新Lい昭和50年を迎えるノ,ち

礎を確立した年として患≡滝づけることができよう｡

人乞毛汚主た】妨+L関係では,圭ず大規模なイ丁灰fトイ丁角法排煙

脱硫装置のプロセス技術を確▲扶したことが挙げられる｡従水,

ホJ火イl■粉末のスラり【を用いては,80%程伎グ〕脱1税率が儒識

とされてし､たが,これを97%まで高めることに成功し,推作

谷簸で,且つ安定したプロセスを尖用化し,和次いで大形プ

ラントを′妥結した｡また永い仁ミ統のある1･E乞モー封三権装置では,

昭和48年にリlき続き火力発ノ【一に設備用大形装置に実績を収め,

三拝殊な用途に｢Fりけたものも哀壬に二見続を桜み重ねた｡過去のfよ

統へ依存することなく,すべての分野での見Ⅰ托しを進め,新

たにアメリカ,Belco祉との托術八川号を行ない,′.1=二新しい

態勢で桝了進を続けている｡

-一一ノJ▲,排オ■ス小のNOxのl拐ミム柁術は,日立製作所(中火､

H立仙押F究所)の上主い満り三な鵜イ准仰究が二足り,∴つの共r‾【‾iJ研究

が約1で卜i‾朴二わたり行なわれ,ノ文相化の見過Lが確_､てされた｡

水処月旦装置関係では,いわ畑る｢‾拓也処雌比和+のl凋発が

L_け主ましく,満作/Jこ処理プロセスは完全に尖川化のJ或にj圭L,

産業排水中の71ノ兵ト㌧Hよぎ去も幾つかの7■‾■ロセスが閉ブ己きれた｡

他に高速ろ過,電1も分f昨,オゾン処坪などのプロセスが実柑

化され,これらを組み込んだ†宛水の巾利川プラントも亡夫川逆

転に入った｡史に,
一‾ノナでは従来の∴次処岬装讃の故山も才子

り三に進められ,深層曝1もノJ∫〔などが次々とづ三川化された｡

固形廃棄1勿関係では,アメ】jカ,ミッドランドロス祉との

技術寸進粍による自動膣ケト焼よ=炉がリ三川期に入り､多くの二丈茶托

を枯み亜ねた｡またLト土製作所の総丁㌻技術を党印した産業丁稚

棄物ク)総今処理プラントが運転に入り,今後の与邑展が期待さ

れる｡

今【州ま紙向の郡介で紹介できなかったが,すべての部PF】に

おける振動防_1上二,騒譜ド山上lの托術は横板的に弓肝究が行なわれ,

既に幾つかの帆騒一汗の装置,良好な【;方許対策をイ+二なったプラ

ントが権助をij朋子iしている｡

これらの一夫績をふまえて,昭和50-fl二は妃により良い環堵が

柑られるよう,新ほ術の偶発とその実用化が期待される｡
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火山にプJ件∫℃仝什此JfたノくソJヲ己′-=か斤節6リ･梯川うーElし掛単音き道

は,才吃かい三1姑火の1,000MW火力発′i一己l馴†言rり口であI),縞作能

-リ三峰装‾ii√1二として柑に一汁州したものである｡

‾盲ミな1＼1三上主を次に述べる｡

(1)人=側に【メニ分ダンパを設けるとともに,躾腱三三内にも区分

ダン′りこあわせて什-りJ枇を設け,必二山‖側には沈昨主を.設

置してつち打峠グ)蹴磨の叶梢倣をドガ】卜Lている｡(2)L去分タン

ハ■叫訓羽i創生は什古に朋怯吋能であり,l-iH閉に伴う射J吏1ミ

内のガス流.の乱れによる想主i‡う響を抑えるよう考▲慮している〔,

(3)炊処雌装i引ま兵ソiウソた～t輸送ノブ式を採用し,掛額纏つち一打終

了後,日工的的にホッパー ダストの輸送を行なうよう考慮して

いる.｢

㌣完滋､､′ん箪く～

東京電力株式

会社鹿島火力

発電所納め

l′000MW火力

発電言支備用電

気集塵装置

ドポールキルン用調湿塔付電気集塵装置及び

タリンカー クーラ用電気集塵装置

人1坂セメント株∫℃仝ネL稿某‖二L場に桝.浸されたドポール式サ

スペンション プレヒーーータ什キルンの排ガスをiF‡テ～争するi洞手長己塔

付人ノプ手工-一言二うーに1t肘額装;左ノ女びクリンカMクーラの排ガスをi】■テi争

するJ‡に1川三鵬共i左の2J.!壬を納人Lた｡

1‾い二,キルンjljはダストの見川､ノ.に1川E杭が出し､ため,舶f貨

グ)朋iごIlけケ‡において‾.流作こノズ､ルにより排ガスl-いに水をrl去て瀕し

てダスト朋子ご‖とを行ない,リミ魔性能の向_卜を【ヌト〕ている｡

2ノー!ミといf=l介糠漬性は0.05g/Nm3以‾卜を似討三する縞効率

のり三伸装i芹で,セメント旧係に対する人1く汚1史l妨_ll二の強化に

子l_1た/ノても 卜分村処し柑る件能をもっており,井川川白.渦に迩

転を続けている｡

療

盈

嘗ふ

ドポールキルン用調湿塔付電気集塵装置
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ガラスi容解炉用調質塔付電気集塵装置

近年,グラス菜糾二おいても終地に肘昨小排力小ス別として

封三塵装苗の設掃かj旺めノブれている｡つ1文=二し1利け絶ユ三三⊥二掛れ〈

会仕納め埠三郁子十溶角年灯りl】調宮守卿寸′■‾に1t一掛軸装置ク‾)外観をホす-･

こグ)ダストは､NaO,NaHSO4などがヒューム状とな一‾ノて

ぉり,二のままでは効果的な射額はト付雉である､⊃ このた打･に

1も駐韓装置前1三ご之に設帯した肝封苓において,カセイ､ノーダ桁

液を排カ､･ス巾に呼‡砧することによりダスト収門を行ない,そ

の後,屯㌔も集糠袋苫でダストを州搬するもグ〕であるし
ニグ〕ノJ▲

J〔の一抹川により,佃【I

含塵呈を20mg/Nm3以

‾卜にすることができ,

チ軒別ク)成諜:を収めた｡

二の装道は+丸竹川白銅に

三越転Lぃであり,↑子安卜i+

柿楽座装‾i貰のてヲ,言一安の伸

びが人いに期待される｡

日本耐酸囁工業株式会社納

め力うス溶角牢炉用調質塔付

電気集塵装置

こ､､､巌､
,(′､:腰箋､､
W苧秤き､ぢ､買迄芯

三､_､こ汚

慧速′こ≡ごこ､

湿式石灰石一石膏法排煙脱硫装置

iル〔付火イ十了丁朽法排煙脱硫装置の閃光に-､11たり,収+丈系〝)

技術を米ロ互ぃヾブコック祉より中人するとともに,綬処上!1ゝ糸を

我が川の尖十i-H二過したプロセスとするために,パブコック[J

上林式会什二1二場内に処理ガス_F_止3,000Nm3/hのパイロ･ソト
フゝ

ラントを旭設し､仝システムの妥叶作,娘旭迦虹条件の把j‾坑

ノ女びスケー′レアリブに作う設.汁_トグ‾).子持ノ+を碓､ンニするための柿

仰の研究,けH沌,逆転を行な一-1じ〕

これノブグ‾)ノ.㌧イ尉】てJデータを肘二,小【上トにノJ休J(仝什水,l+㌧児ノiに

巾2サ機l六=ナ了りペイト了｢1■は三排婚J】如拙きう;-■仁ジ〕一言貨バト卓望什を行な一-ノ

た｡二の袋帯は昭利148イド

11Jj過1畔を開始したこ､協

lうf川汗究は山村一な紆宋を子さ主

て1こ了し,1j〔川149-でト4J‾j,

旭商耗業黙の他用机_)ソニ会

検燕に†ナ桁して正j(逆屯三

を開始Lた｡

逆転糸吉米は山(けで,脱

1統一ヰiは約97%,ユ【テリ

ティなどの他の′l･′絹臣につ

いても土1紬の.汁亡叫仙をさlTl旨

足Lてオブl),リ三川機とし

てグ)技術を碓_､tできた｡

中国電力株式会社水島発電

所2号機向け湿式石灰石一

石膏法排煙脱硫装置

rJ毒′∴ご凄

≡､`･J瞭

アンモニア接一触還元法による

乾式排煙脱硝装置

NOx排=り削りの尖施とともに排煙脱硝技術の開ヲ己か急かれ

ている｡=J二亡製作所は,しl‾-一くよりアンモニア接触還ノ亡法に上る

排便脱硝装置グ)開発に右手し,柑二この‾ノJ●法のり亡め干となる触

昧の研究を梯附】小二行な′-+7淵i米,rJif割当三でノミ刷牛のある触搬

のト那邑に戌J▲ノ几たしつ血二閉脚E力株式会ヰセJ_i払に､に二贅油化株

J･(全朴とパイロット
プラントによるJ引榊f究を過じて乾J‾〔排

叫川棚㌔/ステムの開発を行ち･った糸古米,`j三川化の見地Lを川:た

(1)プロセスの慨紫

二川j洲■iプロセスは触雌による乾∫(接触j道ノ亡プロセスであ

り,還ノ亡剤とLて〉7)ンモニア(NH‥ま)を他州し,排か㍗1Ⅰ〝)

NOxを無′▲j;二なN2とH20に分解するものである｡そ♂川三木J山し

J▲〔は次のとおりである-二.
触城〔

NO十NH3十吉02-N2＋三H20
税イ=悶ブ己i斤グ)触札は旭川f誌比が250～4000(二であるので,ボイ

ラの排ガスを処理する場ナナは,f打iノJこ詩誌HlIげ)カ'､ス(300～400

Uc)を虹才走処印するん‾ノ(と脱硫装謹川一.11のガス(50～600c)

をl-1川J熱して処押する方⊥(の∴つのJ.!壬本ノブノ〔が-ぢ`え⊥lJれる･二･

(2)プロセスの亡け1ミ

(a)副二l二物がないので,二次公二i与の心牝がほとんどない(【))

プロセスが単純であり,従一ノて装置が簡単である｢(C)il■～ifJ汁1ミ,

上主席命の触蝶により満悦梢率が柑ノブれる､二､

(3)秋川二の柑1主

J上組ち卜触脚一二納言の純米,.:-Ji清作で耐久什ク)†如Lた放仰の触

叫〔”l那己に成JリノLた.ン ニの触叫1ま吋-1油ミ他化物._丈は似f州窒

化物かノ)戊i),(a)SOxにより枇-′王長されない,(b)NOxとNH3か

適才J仙にJ‾丈応するので,恨素が共7f二しても250～4000cこ7)iム】t_比

で仙=できる,(c)NOxはN2とH20に分解され､N20ろ､･どのイj▲

二.与子物′托のご卜戊がないなどの三拝王_主をもっているく-〕

二れまでにニー巨細焚きボイラリ三排ガスによるパイロット プラ

ントで,6､000帖Ⅰ‖け1卜のノd‡命テストが行なわれたか,ブイ汁卜の

帆卜ははとんどないことが-ノミ一言】上三されたr-.▲‾ノ∴ 卜i言レヾイロ･ソ

ト テストで,kL仁子+.い空,触仏り如■古,竹言り逆性,NH｡一i坦刷ヰこち､

.ヒ1のパラメータと,脱硝ノ附∫巨の関係を叫確にするととい二,
ト山し塔一没.汁や拭作条†′ト三貨1ヒにl泣けるエンジニアりング比和を-

維_､ンニLた.ノ

ニノ)触喋を仙川Lた排紙J址仙装乙;てこは,巾帥焚さボイラ排カ､'

ス､液化天然ガス(LNG)焚きボイラ排カ､､ス,むにほ行帥び)

加熱灯ij非オ､スの脱硝にも旭川‾i-1丁稚である｡

ポイラ

｢
し
＼/

A川 集塵器 脱硫装置

幸仁二

通風機 NH｡ 脱硝反応器

排煙脱硝システム フローシート例

Sl

〔

煙突
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9.2 水処王里装置

発電所の温排水対策

発電所の温排水対策は,環境保全と関連して重要視されて

いる0 日立製作所は,温排水対策として深層放流の検討,発

電所用冷却塔の検討,及びか一テン ウォール式冷却他の開発

など広範囲な見地に立脚して研究開発を展開L,i誌排水の影

竿軽減に努めてきた｡

カーテンウォール式

冷却池ほ,温排水の拡

散が海而下に安定な層

を形成する惟質を利用

し,ある水深のカーテ

ンウォールで水城を仕

切ることにより冷却池

を構成したもので,温

排水を-･定の区ゴ或に同

定L,水表面からの放

熱を促進させるととも

に低温の下層水の才上己人

†0′

0

0

(
N
∈
)
蟹
憶
僻
棄
苛
矩

r‾考発及び漱古)

III

猥泳者

ノ令水管

(下電水加入による菊択.呈壬創

抜
L但

による希釈混合効果を

意図したものである｡ 102

カーテンウオール式冷却池

の所要表面積

息羊

ハし

(し

C

C

黒
甥

2〝

25

朋

効
8
■

8

8

8

耶佃

湖

28

28

カーテンウォール水深2m

環 境 水 温20‾C

復水器出口水温z8-8､rC
気 温14.4C

風 速2-8r¶ S

とLて計算

10 20 30 40 50 60 70

温排水水量(m､l･S)

浄水場向けの大形粒状5舌性成ろ過装置

茨城県企業局霞ヶ浦浄水場は∴妄言ヶ浦からの取水を浄化処

理している｡しかし近年,t毒ヶ浦の水質が汚染され富栄養化

Lつつあるため,特に夏季にはプランクトンや藻類が異常発

生し,処理水が臭気をもつようになった｡これを除くため,

このたび,従来の処理法に前プJろ過方式の粉状活性JJ之ろ過装

置を付加Lたものである｡

この装置は,--一期工事分で処理能力73,800m3/d(全体計画

162,360m3/d)という極めて大規模なものである｡装置の概要

は,まず粒状活性炭に水を加えてスラリー状としたものをポ

ンプでろ過他に圧送する｡ろ過池では移送Lた水を除いて厚

さ2･5mぐらいの清作炭層とL,これに越水する｡

収着能力のなくなった粒状活性炭は,逆洗水を加えて再び

スラリ】状とし,自然流下で貯鰯酎二導き水を分離した後,

クレーンで搬出されるようになっている｡

茨城県企業局霞ヶ浦浄水場納め粒状活性炭ろ過装置
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大規模…充‡或下水処理場用機械装置

大規模流域下水処理場は,保守管理及び作業環境から機械

装置の自動化,簡素化が図られてし､る｡その一つとして,今

担J完成した大和川_L流流域‾F-水処理場の主な機械装置につき

述べる0 スクリーン室設備のスクリーンかすかき揚げ機は,

浮遊爽雑物を粗目,細目の2段で確実にかき掲げる｡粗目除

熊機はロープによリレーキを上下して,爽雑物の状況を見な

がら運転ができ,保守管理が容易な構造である｡曝気沈砂池

設備の走行揚砂機は,唯桔した砂を確実に揚砂するため,聡

杵と岐秒の役目を一果たすように水中ポンプを組みfナわせ,容

易に逆転操作ができるようになってし､る｡最初･最終沈殿池

設備の汚泥かき寄せ機は,上主寿命で放陀がなく保守管坤が答

妨であり設備費も安価で析みスカムの日勤排出が簡単などの

利点により円形放射流式を採用してし､る｡

二れらすべての機械装置は,

て現在順調に稼動中である｡

それぞれの機能を十分発揮し

大規模流域下水処理場用

機械装置(スクリーン室

機械装置)

下水終末処王里場における大容量の

深層曝気設備

東方絹β下水道局新河岸処理場は,工場排水専用処理場の浮

田j処理場からの流出水と,練馬･板橋地区と,北･中野地区

の一一部の都市下水とを浄化するもので,今回の施工範囲は,

約80万人分,47万m3/dの処理能力をもつ深層曝気設備用の散

乞{装置及び配管設備であり,現在工事は完了L順調に稼動中

である｡

従来の曝1‾も槽は,有効水深5m以内で設計されるのが一般

的であったが,この設備は用地節減のため有効水深7mで設

計された｡吹込空気圧力を増加させずに,適正な酸素供給能

力と]饗拝能力を得るた

め多孔ステンレス管を

‾▼牡
√

,感苦学萱草
仙■-､叫て【′

ーごこて"棚

,`jぎぎ

b汝､仙苛

採用し,また曝気槽の

土盛羞 内部に整流板(PC板)

を設けるなどの考慰を

秘

･払っている｡この設備

の施工に当たっては,

工法に種々の改良を加

え,触納期で工事を完

了L好評を得ている｡

東京都下水道局新河岸処理

場納め深層曝気設備
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下水再利用を目的とする高度処王里装置

(日立自動逆洗式急速ろ過装置ト

この装置は,福岡市中部下水処理場の下水処理水を更にろ

過処理して,場内のポンプ シーール水及び?令上り水として再利用

するものである｡

水不足が深刻化しつつある現在,機械の冷却水及び洗浄水

などは,高度処理水を利用する傾向にある｡この装置は,こ

のような傾向に卜分対応でき,水資順の有効利用に大きく役

二孜つものである｡

装置の主な特長を次に述べる｡

(1)ろ過工程から逆沈_｢程への切扱えは､ろ屑の目づまりに

よる水位の高低芹によって行なうので,弁の拭作は必要ない｡

(2)機械的可動部分や電与く部品が少ないため,故障が少か､｡

ぷ

福岡市中部下水処理場

納め自動逆洗式急速ろ

過装置(500m3/d)

高度処王里設備を含むアノレミ縫製造工場廃水処

玉里設備

日本ナショナル製碓株式会社石岡二｢場納め廃水高度処理装

置が完成した｡この処理水はぷヶ浦に放流されるため,従来

の排水基準のほかに,リン,フッ素が厳しい規制を′受けてい

る｡

従来の処理方式では,残留フッ素は5-10ppmが限度と考

えられていたが,今回,薬品凝集沈殿,ろ過,清作炭吸着な

どの新プロセスの才采用により,リン,フッ素が1ppmとなり,

規制値を十分にj満足することができた｡このプロセスは薬11JI

の組介せと,活性炭の種類に特長があるが,処理水水質は化

学的酸素要求量(COD),油分,透視度についても非常に良

好であー),処手堅水の再利用が十分可能である｡

また,処理工程で排出される汚f尼は弓酷脱水性の水酸化アル

ミを主成分としているが,これは｢日立クライン フィルタ+

で脱水されている｡

現在,このシステムは特許申請中である｡

軒

日本ナショナル製権株式会社

石岡工場納め廃水処千里設備 l可

高度処王里を含む機械製造工場廃水処理設備

日立建機株式会社自社二丁場向け総合廃水処理設備は,同工

場からの廃水を生床廃水系(1,600m3/d)と射占廃水系(500m3/d)

との2系統に分けて処理するものである｡生活廃水は活性汚

泥法で､生産廃水ほ清作汚泥処増した生活廃水とともに凝集

沈殿法でそれぞれ処理され,更に砂ろ過,清作炭吸着法によ

る高度処車型を行なう ものである｡

この処理水は七‡ヶ浦へ放流されるため,特に厳しい排出其

準を要求されているが,これを十分満足しており,好調に稼

動Lている()なお,この処理水の一部は工場内で再利用され

ている｡

に

日立建機株式会社自社工場向け総合廃水処理設備

水処王里用リンク式スクリーン除塵ヰ幾

取水,排水,下水処理場などで,雑多な塵芥をかき掲げ除

去する除鯉機のかき揚げ機構には,チェーンを利用したもの,

ロープを利用したものがその大半を占めているが,今札 新

Lいかき手引ヂ機構を採用したリンク式スクリーーン除塵機を開

発し,現在までに5fiを受注,好評を得ている｡この機械は

平行リンク機構二組を等ピ､ソナ半径の歯車を介して連結し,

上部リンク機構グ)回転により,リンク先端に取り付けたレ

ーキに直線運動を与え,レuキの上昇,下降,開,閉を行な

わせるものである｡従来の形式のものに比べて,この機械は

j大のような特長をもっている｡

〆
〆～./

(1)可動部分はすべて水面

上にあり,故障が少なく,

保守､点検が容易である｡

(2)かき掲げアームを折り曲

げる機構であるため,機械高

さが低く,コンパクトである｡

(3)強力なりンク機構のか

き揚げアームにより,大形

の塵芥でもかき才揚げること

ができる｡

(4)油圧装置で駆動される

ので,機械の振動騒音が少

ない｡

リンク式スクリーン除塵機
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生物ろ過装置

下水排水の三次処手里として生物ろ過装置の開発に成功した｡

この装置は塩化ビニルシート製ハニカムコアをろ床とし,淡
水巾に設置して､ろ床生物により∴次処押水を神化するもの

である｡二次処理水の生物化学的酸素要求量(BOD)20ppm

を,5ppm以▼卜とするほか,浮遊物質(SS)10ppm,NH3-N

を5ppm以下に処理することができる｡この方式では実収_1二

障害となっているろ床の詰まりを回転式空気叶出管,及び併

設沈殿池を用いて,1日に1凶洗浄する機構を抹り入れ､且

つ洗浄中も連続的に通水できる∴一7二を持氏としている｡

葛篭

一iぎ
ん⊥遥

生物ろ過装置

9.3 固形廃棄物処王里装置

一般産業廃棄物焼却炉｢日立ラジケ一夕+

公害規制は午を追ってより蔽lノくなりつつある｡今吼 臼上土

制覇株式会社では,M¶R祉と提携L,一一般産業廃棄物焼却炉

｢日立ランケータ+の生踵を開始Lた｡この焼却炉は,空乞もの

日動調ヤさにより,炉内の燃焼状況を制御叶能としたところに特

徴がある抑制燃焼炉であり,阿の規制伯ばい摩量0.7g/Nm3に

対し0･1～0･2g/Nm3の俊秀な作能をもつ｡対象廃棄物は,断

熱材絹のポリウレタンなど高分丁一材を含む高発熱量廃棄物か

ご〕,病院などから出る自燃限界までの厨芥などを含む低発熱

竜廃棄物まで多岐にわたっている｡

｢‾日立ラジケータ+は,我が1一叶で

の市場に適合させるため新たに開

発したⅠⅠⅠ形を含め,現在,計4機

輯をそろえている｡

販売実績は既に30台を超え,順

.渦に推移している｡今後も社会環
ゴ菟_との問題から,需要の伸びが期

待される｡また,省資源の観点か

ら排ゲス熟の再利用も活発化して

おり,蒸気ボイラを付加した実績

もある｡更には廃油の子昆焼などの

安求も多く,他用範囲をいっそう拡

大するよう現在開発を続けている｡
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日立ラジケ一夕
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自動車工場廃棄物焼却プラント

事業活動に作って発生する産業廃棄物が,社会的問題にな

つているが,今回､日産自動車株式会社栃木工場｢占=ナ24t/d

の工場廃棄物焼却プラントを納入し,現在,順調に稼動中で

ある｡

晦乗物の相接と処理方法について次に述べる｡

処理対象廃棄物は,-一一般塵芥,廃プラスチックス,廃油類

及び,不燃物(埋+ユニ拉乗物)である｡埋立投棄物は,破砕機で

おおむね150mm以下に破砕し処理処分する｡一般塵芥,廃プラ

スチック又は,クレーンでホッパへ投入し,ロータリー キル

ンで焔上rけるし,廃油類は,ロータリー キルン後続の∴次燃焼

案に設けた空;び韓霜式バーナで燃焼し,排ガス中の末燃カ【

ボンを完全燃焼させるっ

主な特長を次に述べる｡

(1)一一般塵芥のうちパレット,ダンボ【ル栢など長尺大物は

破砕機(埋立投棄物破砕兼用)で前処理し,燃焼効率を上げる｡

(2)廃棄物中の含有廃プラスチックス(22%)による高カロリ

ー燃焼排か1スを利用して､廃熱回収ボイラで熱回収し,発生

蒸気は工場生産用に使われる｡

(3)二次公害対策として,マルチサイクロン,ベンチ_1リ

スクラバを設置し,排ガス対策を行なうと同時に,アフター

バ【ナを設置し白煙防止を行なっている｡

貯留ピット
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